
The Physical Society of Japan (JPS)

NII-Electronic Library Service

The 　Physioal 　Sooiety 　of 　Japan 　（JPS ｝

5a −YF・10 CeP の メ タ 磁 性 転移と磁 気抵 挾

　　　　　　 金UF 、ナ でメ ゲン± ．^原研
G．夷 北大

C、フ ロ リ ダ大
P

寺嚇
．
tく
一、宇 蛤進也、青索璃善，　 J．K ・Al ．p。rじnbogm 、^芳賀芳筧

P，上沢竜…洋
匸．、雛木孝

匚、
　　 　　 　　　 　　 　　 　　 　 S．H湘

つ．∫．S．Breokso
　　　　　　トletemsgDftlこ TrnD51【十〇m580d 　MagDeto 「tS 」s【団n ⊂¢ icr　C ？P

　　　　　NRilt，Vniv．］　ijT，：gen ，^亅．ERTE ，Tohoku　Un「y．Ct　MorWa 　S ：ettIJnivD ．
T．Terashirne、　S．Ull．H．Aoki 、1．A ．A．S．P・「cnts ・Om ．^、

’．H・ga齬．へ．　Veseza’a ”，　T．　S・zukit 、　S．　Hilt「，
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 any．∫．S．　Bvoks

　大晦 左ゲ 岸
一プに よ る

’
V 　9磁 化測定に よ り発見さ れ た、CeP む 2叮 以上 で 」

’i峯次 域 ヶ

礁性Ett は．転移墜場がM4 ・D．vazalこ対し．等閤 隣に並ぴ ．　 e’・つ そ O 間隅 A・う求めた 囑 演

数 丿 が切閉の シ ニ ブ：1 コ
…｝

ド ヘ
ー

ス振蛎の 結 異 と
一致し て い たた め 、4f島在磁気モ

ー試

ン ト系と 』 醐 酬 邑子侘され た伝導電子 の問の 相互 修用に起 因する．新 し い タ．イブの 磁 妾、
転夥とし て注 目を集 めてきた C“・我 k も phase・匸【 にお け る F

’t／　．．・一ス ＝フ ァ 冫 ア ／しフ ェ冫

（dHvAi 勃異の 灘定か ら P．tプラ ン チ の dH 、
・A 周波数 が．角度変化を含めて t タ硲性転 移

より求 め た 「周茲駄 丿 と 良 く
一・

致 する こ と を確認 し
．た〔2）。

　しか し なが ら ．今 回 我 ぐは 30r 強ま で の 磁 気抵 銃測 定を 行 い 、　S タ 鬱性 転 辞 を明 瞭に 観

測す る こ とに tt功 した t：．A ’，、得 られ たデ・．一タ に は 」群 1α磁 r匕測 鬘芝の デー一タ とは若干 異

な る点 がある，我々 の データで は ，メ タ確 性 転 移は カ
．．な ，．1顕著な腥 度依 存 性．を 示 し ［．挿 メ、

図 〕，ま た　今［
「
剛定 した 磁 場範亜で は 1 特 に磁 場の 逆数て 等問儡に 並ぶ 傾『 も ないよ う

に思われる．以 r．の こ とより、CeP σ）淫 欠メ 9磁憧転移 に つ い て再 毒が 1も・要 と署．われる、
口｝　T．【p．〔」ue　rlal．．」．　Ph）．s　Sr）c．亅pn．餌 ．57コ trg95）．　 C2）　T．　T 豊r齢 hi皿 a ¢ ral 　P恥

．
〜．　 R じ ．B

55．4197〔1997［．

　 　 ．670xlo

（
誓

石
＝．
ぞ
己

印

5［．｝

“°
　

302010o

「ド Io 　

）

　

σ

55H 2．O25

5a・YF−tl 少数 キ ャ
11

ア
ー物質CeP の 磁気形状因子

　　　　　　　葛立大院理、原研先端研
、、東北大喧理

⊇、東 大 野 堕研
゜

　　岩佐和晃、抻 卞正 史、芳賀芳範
t 、鈴 掌孝

臼、加會井乳 タ、C 、酉正和
゜．中島健次

「

　　　　　　　 h〜agn じ巨c　ferm　faeterO「ab 、、．taffltr4ensi “
’
s）
’
stem 　CcP

　　　　 Tok ＞oStelrOFelitan 　Liniv．．JAERi’．TDhoku　U 磁v．F、　ISSP、　Uni、
．．ofTok 〜

．
oc

　　　K．1…a、M ．　K・hgい ．、H・g・’．　T．　S・z・kiP、K．K ・ku・sl
⊂、　M 　l

’
ishE　K．　Nakajima匸

　少数 キ ャ
’．1ア

ー
鴇買＠ P・つ磁 気 形 状 因于 を 偏極 中 嘗子置 折で 測定 した 綜果 お よびCe4f電

子波動閥 数の 子三状と結 晶場献態 O 閑連に つ ．・て 撮告す る．t
　C ぐpは N2CI型 ハ 簡単 な構遵 を もつ 朽 賃で ある が 、磁 埠下 や 喜 王 力下 に お い て 結晶 場状

鋲 L と 「
e
に 起因 す る 二 毯類 の 墜 気モ

ー
メ ン トが 配 死 し た 呉馬溷建気構 逢をと るこ とが明

ら か に な っ て い る，「8に類似 した基喜状襲 O 出 現は．少数 き一．し の 局在 と卩
・f軟遣混成に

よる珸気 ポ
ー

ラ ロ ン 効 果が 低温で 強 （は た ら い た Ce イ t ンが 与窪する ため と考え られて

い る。基蜜結晶鴇準位の 違いは ⊂ e4f 電子 の 庄歎関翫 の 差 異 として見られ ると い う観 点に

立 ち．中性子5S〒を日 い て CeP の 碇気形状因 アを預
．
定 した，

　醜 鳩 3T、温 度⊇K で は ，Ce イオ ンを 含 む ρ Ob 面 で Tltt「舅期吟 長馬蜷 醸筑構造が形或 さ

れ る ，約 1μ，
つ 大 きさC 磁気 モ ー．メ ン トをとる2枚 の Ce蘆

「、．t強磽 逢的に そ
’
ろ い 、そ れ に 隣

接 する吠 9Ce 面 は細 ．7馬の モ ーメ ン 聾 持 って 匠強碍憎 ノに そ ろ っ た 験騨 薄造を作る

と さ れ る 1．Pb　cr．「を，《OO1 ＞ 芳 向 に建 矯 をか け 、　ilDO］、「01D ｝面内 t
’
OBr3ggT 折強度 の 入

射 中性子 煽唾 冥転t：二の 測定か ら．図 1の よみ な硝気刑才
ト西子 が 得られ た e 用1定 点に逆 椿子

点 の指 薮をけ し
t
：tf、ほ と ん ど異 方性 は ．旦ら れ ない ．ま た実縁 は 、　 Boucbcrl〜 ら に よる「，

Ce イ才 ン に おける 尉気形状 因子 の 爵眞結果 で あ る。こ の 適 定で は 強聽 垤成分の み が 観湖：

され るの で ，磁気構造 r） i長 男貍 あた 1：2｝．2吋 ．07
恥

の モ
ーメ ン トを もた らす 4f電子 の

形状 弐子 を と らえ て い る 。す な わ ち 2Peモ ーメ ン トを もつ 〔
．
e ノ オ ン の 建 気形状 因子は F，Ce

ノ
オ
．

ン に 老 い と言．ミ る 。誓
f
） ｝．：攣磁場中 で 【

｝
・
ド
．1反強礎琶樋造ゐ哥形 或 さ れ る と きの Ce イ 才

ン の 磁気形鰍 丙子を磁気回折 難度 と核散 乱袿 度 D 比較h・／求め た び瀦 定融乱 面は時場τ
て り 実験 ヒ同 しで あ る“区 〜に 示 L た結果に お い て sineJ λ ＝0へ外簿す ると賄気 モ ーメ ン

．
トは煢0．彗鞠 で あ る．さら b二く LOO ＞と（1 ！Cb方向で 異方的な波数依存躄 を示 L、計 算結 果

に 頴L、して い る・t こ れ ら つ実験 結甼 は 、皐 確 場 で は Cc ／ t ンの 竃 予状 解が r．で あ るの に

対 して ．，建場 fl．頭 a〜c．iで は「，V．S，DCe イt ン が存在す るこ とを直接的 に 示 して い る。
CoPilP  e．些1τ置1．4K、H蘆3TFlpm ｝1．脚｝

o．3f025

詈 o．1o．
1
ヒ o．L5
‘
　 o．10
な

　 o．05o

．oo

tS
「「．Xt 　llg．e　rコ「．．’

　　　　
Ttコ“．t’”．H 医

→．
1

→

ー．ー
→
−．−．「「」

D…〆　p目
£

み

〔一．、｛
昏
O薗

　「
　−
1．

O　に
鹵
　駄『

Pマ、

　C門｛
　　
　
　　
；‘

O可丹
　，

　　
＝

／≒

　　
　
　　
∩

　

O可
　

　

「

　　
　
　　
衛

　　
　
　　
 

1

1．o

「「
　
　
　　
　
　

O

O
　
　
　　
　
　
　

O

［
餐

ご、
〜｝．
三

C●pnTs ．
pr・1AF 「T匚ユK．　H＝σ丁1

・o．s
　 O．0　　 0．2　　 0．4 　　 D．6 　　 D8

　　　　 sin 　θ　　／／．）−　　i　A 　
@．1　

e．o　　　o．1　 　　e．4　 　　0．fi 　 　 　

C 　 　　　s：neyλ
【．
4

115a − YEt2Ceo

．pLao ． 【 P の 高圧下での 中性子

乱III5a
YF ・13 　 　　　　 　　　 、 、、Ar ，e 　 学 1 云導曳 ．温璽

び磁 幌 依存性
分子研 ．軒潟 大 工

＾
萸
4
： 天院

堽e 　』
け†真 一、落合

弓4、鈴 大琴．1 あ、窪田7E へ．大原秦明、吉沢英樹
．毛和信男、 高構悼轡4 、

澱 彰洋 ε、 鈴木 孝F 　 　 　 　　　 　　
　東大辱憧F ，

白大

理「、東」乙大理．？　　 　　　NFt・．ヒ ：・川SI
．
aLL 　rmgl 「1（ ’e“gLNLPしRL拘｝【・g

@Pr 廓．ire ］IIMK 旨止聖・・株　Y ． O　hfttA．　H　 Yoshi阻 wa．　N． M「噛
「1．HTakah 肺 11i4．　A．し帳陪

w

．丁．S．／ llLkie　　　　　　ISFP、L．lt ［v．ofT」〕ky∩．　NLh叩 L ［niv ．

DTuLo ｝ ∴1 じ ［匙匡F 　　CeP は単 純 な NaC ： 1型結晶 構 造 をして

るが、磁場、圧力 下で複 雑な長 周 期磁気構造 を示 し
．
励起状態r さの 飽和磁気モ ー

ン ．ト 以．ヒの 2 μ21 〔： e と い う 大きな磁気モ ー メ ントが出現し て いる

韓告されて い る［ ］1 ，． こ の 長 周 朗磁 気構造 の 起漂を 説 明 す る モデル． と

て 、「 磁 気 ポーラロ ン モ デ 丿 し 」 が 提 唱され て いる
．
． このモデルによると

じCeP の試 庭．で も艮 周 期 磁気構 造が 観測さ れな い場含があ るのは

系 に存在 す る 欠 賑が長 囲 期 磁気構 造 を 破 壌 する ため で ある と さ れてい

。 そこで我 々は系 に存在 す る 欠陥 に よh 実 際 に 長周期磁気構造が破 壌され る かを

か め るために、Ce ，， “Lao ／ P の 圧
下 での 中 性 子弾 性 散乱 実 験を 行な っ て いる 。 　 前回 の学 会 で も報 告
たように、

系に大きな欠 陥 があ る にもかかわらず、 Ce ， sgL ＆t ．IP に お い て

長 周 期磁 気 構 造 が観潤 され た 。 ． 今 回、プロ 7T イ し の 鰻測 結 異か らal
、5 枚の旻 屠 朗 構 造が現 れ る中間相に おい て 磁気樋造 解 析 を 行 な っ た D
報告す る。 立方 晶

O
試料 の圧力実験 にお い ては ドメ イ冫分 布 を慎重 に考感 し ’

磁気構 造解 析を 行 な う必要がある。実喋 に 、 C縣gL 匙uP を 用 い た 圧力

で O 中 性子
弾性散五

実 験 に よ 1 ） ． 臨 界圧P ．以 上 でドメイン 分布が不均一．．．になる こ

が 明瞭に韻瀏 さ れた。． 解析
の
結 果、Cql ．gLao ．， Pの 磁気1 葎 造 には

励起状 態 rs の 飽 和碪気モ ーメン ト以 上の 2tiEfCe という 大 き な

気 モー メ ン ト の存在 は確 詔 されな か っ た 。ま た 、CeP の中 聞相で報

さ ているような常 磁性サイ ト が2 サイ ト以上 続 い て有 在 す る

気構 造で は Ceo．gLao ．IP の 暖測結果 は説明 できなか った 。 　圧

下で のCe 〔lgL 恥LP における 艮周期 磁 気構達の
観

濔 や 磁 気媾造 解析の

結果 を考憲 する と、 CgP の 物 性は ．必 ずし も 磁

ボーラロン格 子の形成で 全て説 明できるものではないことが示唆される。 11｝T．OF

AI ， P　Et ぱ　P トy5「 cs 　B　23 σ 一232〔1997T545TemperaV．we　andmag 自ehcGeid　depende

es 　ofop 【 ic31　conduc匙ivity　of、1）4Asl 　　　　　　　　匸
nsE

．　真1tl1．　scI．．

Njiga ヒa 　し卩：T…、．．^幽　．fohthk℃　Lrni  ．．ヨ 　　　 　 　　　　ihl＝．iこhi

Kinluri ，．一 よiraOchiai   丁 献邸h三S ・ll ・，lk・／F 　麟々回 ・つ学 会 で は、Y媛 A

｢ つ 光学．スペ ． セ ト 　を］9Kt ， ・ C． ］ こ OK で・． 且匿庭羂で 側
寇し、 に温 で的 O ． 4eVに観測

れ． たら受収蹈、高唱でフ ポ」ミ準ぐ ． 乞 を壌 舜F、 伝 導帯に移行している．り を報告 したIT｝．こ・，軌 マ 構這を

r 〕 ていb電子杙錘 邪、　 Yb ．A〜ギ． り曇導．つ特異 性を ft “， ．出して い るも の
と 考tt− ’： ，

る．今鬯は、さ〔 っに温 度
領
域
を
6K ま
で
拡張し て．遠于 外 噸域こ 元学スベクト’レを 試定 し．．．酢阿

1
∵ ］qK 主

．C
’

D ＄． 1蓬
lt 巽確 に観齶でき な か．った 睡 収

構
蓋を ］ ） ghT ／tL ， に 見出した「・ で 鞭 售オる， 　奚

験
は

；匹「 興靴 輯光瓱 鋭 VL ’SOR の 赤昏ビームニでンIIL6 ．al
，
て行っ た，軾料

は
、ビーム ライ ンに 股匿

れた磁気光学装置中し：． 循環式． 吟覆饑に
L ．

u．
寸i鐘

．れ
．6、3 ひOKO 温 度お よび6T 写・1 ．「 L

η磁蝿を 任奪に殿定てき るt． 　

H 一50KTt ’得ら れた旡
反

臆 ス ・く ケ トノ」を F マース・ ク ロー ． ；
ヒ賢 塗し て構られた、光学伝蝉 蜜

図に量す ．こ
こ

で ， 10 、 苫 meV に 見えゐ銭いヒ ゴー ク は光 学
フ

才 〆 ン によ
老．t”t）で

お る匸 ま た

10lne ／’S下に重 い電子 系に特有な，綬ヒ昨間う長くキ乳汐数 が 少な 、．、ト「 」一ギ生　咲収が 現れ て い ζ

こ ．．
’
罠 喉は ，し属 ．． r帰」定

て運
． 君 OK　l． 二下で瓱

母
ξ れ． て い た 、 し う ・ L ． 30meV け 近 に

は，下 h医ぐ G5K
以

上 で 1 ミ忘ま1L は っ き 「 1 一 な ． 、よう．に、鷹造は
愛 升

し
てい な かっ 趣 　辛 回は． さ ら に蛙 ． 愚 て．

．
． 限 定て 、 ］｝meV け近に

唄
確に肩 S鳶造 を 饅母した

　 ニー 殳収 は 、 ほ岨 に なる F こ 1
れて、重 い 竃 子 的 ’芦 1 ．rにミ 6 娠収こF♪ 5 ，

ｷ ｝ ｛．に増弋L．理 除 齢算て揚られ τい5重い電子
特 盲

．
． 「 丿 光

字伝 導 度を示 1．．てい．る ．

嘩 賦の
蹲
和貝　・ら‘．「壌．；結 ！ a！，／傷 f，、

、 重 い電子e」t キヤ L「 アによる
唆
」 「 こ

二
r喋

長 に 1寸聴 Llt ｛．／／ ．1 で お
る
と

え ら ． ． ｝L ξ ． ．

　二・
7 唄収
【
∵．思
変
依 存姓及 覧． レ．磁気 円 偏

二 色性せ瀞．定したr．
．： で
，
講演 て．は そ の碚果し報宍す

【1｝．tl・Si也・日本磐理学会］096年f4 、 　L．　÷1

H 　2P．

．：’
S．
　
K
並
m
」
7ra

　

et

@ 【｝

F／　
り

二

｝ sSo

」

　

／fG

6f

　
‘
量

5 ，

Fql ．

「
．β
．ρ9；

ぢ ⊃ u 匸8璽

〇 30

：：［

’ 51

D5 囘 ワ〜遠 ．　PrP
OG 一 ⊥

Yb

Ss 　． ．T ＝ 6K 　 　 　15K 　 　 25K

　35K 　 　 SDK 鼠 　

丶
＼　．

．

・．，
．
：ン nti 『 ． g ． 　　　 ｝ ー． 0 　 　　 　


